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平成 26 年度 食育推進計画に基づく事業の取組み状況について 

 

 
 

主な所属所 内容（計画） 実施結果 委員による意見 

生活安全課 

《目標 2方針 2 放射性物質測定検査》 

平成 25 年度は検査数 20件と、平成 24 年度の 44件と比較し半数以下に減

尐。原発事故から日数が経過し、食品等への安全性について信頼度が高くなっ

てきたとの見方もあるが、周知不足も考えられる。 

現在、市ホームページ内に掲載しているが、広報紙による周知は行わなかっ

たので、今年度は広報紙にて周知を図りたい。 

■実施 

□未実施 

 

□見直し 

■継続 

□廃止 

＜評価と改善内容＞ 

平成 26 年度も引き続き食品等の放射性物質検査事業を行い、4 件の検査を依頼され、すべ

て基準値以内であった。 

 食品等の放射性物質検査については、市ホームページに加え、広報くき 1 月号に掲載し、食

に対する不安を解消する手段を周知した。 

環境課 

《目標 2方針 2 リサイクル促進事業》 

当該事業において使用している機械の故障により、一時的に事業の実施がで

きず、実施回数・参加者数ともに減尐。再度故障が発生した場合、速やかに対

応し事業の実施への影響を低減するように努める。 

夏休みの自由研究にあわせ、親子で参加できる廃油リサイクル学習会を実施

する予定。実施日等決まり次第、広報紙で参加を募集する。 

■実施 

□未実施 

 

□見直し 

■継続 

□廃止 

＜評価と改善内容＞ 

  親子で参加できる廃油リサイクル学習会を 8 月 17 日に実施し、20 人が参加した。参加者

は、廃油石鹸の作製を通して環境保全について学ぶことが出来た。 

 また、平成 26 年度も 6 月に機器が故障したが、速やかに対応し事業実施の影響の低減を図

った結果、平成 25 年度と比較して、事業実施回数が 8回、参加者が 48人増加した。 
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主な所属所 内容（計画） 実施結果 委員による意見 

農業振興課 

《目標 2方針 2 しみん農園運営事業》 

地元産農産物を使用して、地域で受け継がれている料理の講習会を実施して

いる。地元産を増やす余地がまだあるので、使用量を増やすよう努めていく。

広報紙に掲載して周知を図る。 

■実施 

 

□未実施 

 

□見直し 

■継続 

□廃止 

＜評価と改善内容＞ 

 地元産農産物を使用した料理教室を 87回実施した。 

平成 25 年度事業実績と比較すると実施回数は 3 回減となっているが、参加者数は 45 人の

増となっており、効率的に事業を実施することができたため、引き続き、参加者数が増加で

きるよう、料理教室の内容の見直し等に努める。 

また、地元産農産物の使用拡大に努める。 

介護福祉課 

《目標 1方針 1 配食サービス事業》 

平成 26 年度は委託事業者数を増やすことにより、配達時間を短縮し、でき

るだけ作りたての弁当を配達する。 

■実施 

 

□未実施 

 

 

□見直し 

■継続 

□廃止 

＜評価と改善内容＞ 

 委託事業者を 1社から 2社に増やした。 

 これにより、配達時間が短縮され、より作りたてに近い弁当を配達するとともに、独居・

高齢者のみ世帯の栄養改善を行うことができた。 

 今後は、複数事業者体制を維持し、より多くの独居・高齢者のみ世帯に本サービスを利用

していただくことにより、さらなる栄養改善を図っていきたい。 
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主な所属所 内容（計画） 実施結果 委員による意見 

子育て支援課 

《目標 1方針 1 子育て支援センターにおける食育事業(離乳食指導)》 

対象月齢によって離乳食の作り方が変わってくることに配慮し、幅広い時期

に合わせた内容を提供し、保護者の不安を取り除くよう努めたい。 

実施時期、回数が限られているため、離乳食の対象月齢に合わせた情報を提

供できる体制を整えておくこと、また、保護者同士で情報交換できるような環

境を整備しておく。 

■実施 

□未実施 

 

 

□見直し 

■継続 

□廃止 

＜評価と改善内容＞ 

子育て中の保護者等が離乳食や料理に自信を持てるように、子どもの発達段階に応じた離

乳食や料理に対する学習や相談の場を設けて保護者等の不安を取り除くことができた。 

また、同年齢の子どもを持つ保護者同士の交流・情報交換の場とすることができた。 

保育課 

《目標 1方針 2 食育事業(アレルギー合同研修会)》 

健康・食育まつりにおいて、平成 25 年度から幼児もポスター募集に応募で

きることになったので、各保育園で取り組む。園児の食育の推進だけでなく、

保護者にも啓発を図っていく。 

《目標 1方針 1 保育園における食育の推進(食と健康についての学習)》 

保護者に一日保育士体験を実施し、食育をテーマにした活動を入れると共に

園児と一緒に給食を食べることを通して、保育園給食への理解を深め、家庭に

おける食育の推進を図っていく。 

■実施 

 

□未実施 

 

□見直し 

■継続 

□廃止 

＜評価と改善内容＞ 

 保育士体験に参加した保護者等が実際に給食を食べることを通して、乳幼児にふさわしい

味付け、1食の食事バランスを知ってもらうことができた。 
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主な所属所 内容（計画） 実施結果 委員による意見 

中央保健センター 

《目標 1方針 1 ママ･パパ教室事業等》 

事業の内容は、市民の方に興味を持っていただきたいテーマを取り上げた

り、参加者アンケート等の結果を踏まえるなどし、随時見直しを行っていきた

いと考えている。 

どの事業においても、バランスのよい食生活や生活リズムを整えることの大

切さなどの、食育推進計画の目標及び取組方針を念頭に、食育の推進に向けて

取り組んでいきたい。 

■実施 

 

□未実施 

 

□見直し 

■継続 

□廃止 

＜評価と改善内容＞ 

各種の講座で、市民の方に興味を持っていただきたいテーマを取り上げたり、親しみやす

いネーミングになるよう工夫した。（例：ロコモ予防講座、慢性腎臓病講座、メタボ君さよな

ら、癒しエクササイズ 等） 

各種講座等において、バランスのよい食生活や生活リズムを整えることの大切さについて

啓発を図った。 

国民健康保険課 

《目標 1方針 1 特定健康診査等事業・特定保健指導事業》 

啓発のための周知に努めた結果、受診者数が順調に伸びた。 

引き続き個別通知、広報紙、HP、イベントなどで周知を図る。 

 

■実施 

 

□未実施 

 

■見直し 

□継続 

□廃止 

＜評価と改善内容＞ 

平成 26 年度も積極的な受診勧奨を行い、平成 25 年度より受診者数及び受診率が向上した。 

 平成 26年度より新たに試みた点 

・個別通知封筒（A4、緑）裏面活用による、早期受診の促進 

・SNS（市公式ツイッター、フェイスブック）による若年層への PR 

・より対象を絞った（2年連続未受診者への）受診勧奨及びアンケートの実施 

・埼玉県共同広報事業による、テレビ、ラジオでの受診促進 PR（国保連） 
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主な所属所 内容（計画） 実施結果 委員による意見 

学務課 

《目標 1方針 1 学校給食事業(学校給食の充実)》 

予定献立表や給食だよりの配布を通じて、正しい食生活の知識の普及、啓発

を図る。また、季節の食材や行事食、郷土料理、伝統料理などを採り入れた献

立や教科に関連した献立を実施し、学校給食の充実を図る。さらに、PTA 主催に

よる給食試食会の実施や予定献立表、給食だよりを市のホームページに掲載す

ることにより、正しい食生活についての普及、啓発を行う。 

《目標 1方針 2 学校給食事業(食に関する指導)》 

生産者の顔が見える良質で安全な地元農産物を、学校給食の食材としてでき

るだけ多く取り入れる。具体的には、久喜産を第一に、埼玉県産、他県産の順

で学校給食に使用し、地産地消の推進を図る。 

■実施 

 

□未実施 

 

□見直し 

■継続 

□廃止 

＜評価と改善内容＞ 

 計画した事業は全て実施されており、小・中学生、幼稚園児、保護者に対して食育の推進と

学校給食の充実を図ることができた。今後も引き続き各種事業を通じて食育の推進と学校給食

の充実に努めていく。 

また、久喜産、埼玉県産の食材を使用し、地産地消の推進を図ることができたが、今後もさ

らに地元産の食材の使用量が増えるよう関係団体と調整を行っていく。 

生涯学習課 

《目標 3方針 2 放課後子ども教室推進事業》 

 平成 25 年度は新規に開校したゆうゆうプラザがあったため、食育に関する講

座が増加した。料理教室やお菓子作りなどを通して、食の栄養について考え、

料理を作る楽しさ、食べる楽しさを体験している。今後も各実施委員会と連携

し、「食」を通じた魅力ある講座を依頼していく。 

■実施 

□未実施 

 

□見直し 

■継続 

□廃止 

＜評価と改善内容＞ 

 平成 26 年度は新規校が 3 校増え、子どもたちの興味を引く講座の展開を各実施委員会へ促

し、地域の指導者・サポーターの協力により、「食」に関する料理教室やお菓子作りの講座数

は昨年度からの 33 件から 53 件に増えた状況である。引き続き、各実施委員会と連携を図り、

「食」に係るさまざまな講座の企画運営を要請していく。 
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主な所属所 内容（計画） 実施結果 委員による意見 

中央公民館 

《目標 2方針 2 公民館事業(そば打ち体験等)》 

教室終了後のアンケート結果等を参考にして、来年度事業を組み立てるよう

にし見直しを行っている。 

広報紙・HP への掲載、公民館事業カレンダーの作成、公民館だよりの作成、

各公民館へポスター掲示、小学生対象事業では、地域の学校・地域の子供会な

どにも周知を図る。 

■実施 

 

□未実施 

 

□見直し 

■継続 

□廃止 

＜評価と改善内容＞ 

 中学生、親子、地域住民など対象に、それぞれそば打ち体験事業を実施することができた。 

 今後は、事業の一層の周知を図るとともに、そばアレルギーを考慮した中学生事業の実施に

ついて検討する。 

 


